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幼保連携型認定こども園 

さむらいはま保育園の紹介 

侍浜保育園は 、昭和 42 年４ 月１ 日久慈 市立 侍浜 保育 園とし て開 所し 、平成 11 年４ 月

１日改築の際 デイサ ービ スセ ンタ ーと併 設、 平成 21 年４月 １日 から 社会福 祉法 人侍 浜

福祉会「侍浜 保育園 」と して 運営 されて きま した 。 

平成 30 年 4 月から は、 幼保 連携 型認定 こど も園 として スタ ート しまし た。 当園 は就

学前に友だち との関 わり 方や 生活 一般を 学び 、社 会の国 際化 に順 応でき る基 礎的 英語

教育の実践、 歌の教 室で は歌 うこ との楽 しさ を学 びます 。ま た、 サッカ ー教 室、 プー

ル教室などで 心身と もに 健や かに 成長す るこ とを めざし てお りま す。 

当園の特色の 一つ目 は、 子ど もた ちがお じい ちゃ ん、お ばあ ちゃ んと交 流で きる デイ

サービスが併 設され てい るこ とで す。お 年寄 りへ の尊敬 と思 いや りの心 が日 常の 園生

活で身につき ます。 

二つ目は、広 々とし た園 庭、 そし て自然 豊か なア ザレア 広場 で地 球にや さし い心 を育

むことです。 子ども たち は季 節の 移り変 わり を肌 で感じ るこ とが できま す。 おじ いち

ゃん、おばあ ちゃん には 、元 気に 走りま わる 子ど もたち の声 がい つも聞 こえ てい ま

す。 

「一人ひとり の子ど もに 寄り 添い 」「子 ども たち の想い に耳 を傾 け」「子ど もの 人 権 を 尊

重」し、子ど もたち が夢 をも って 未来に 羽ば たけ るよう に支 援し ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育・保育理念 

心身ともに健やかで、 

ふるさとを愛し、 

地球に優しい心を育む 

1 あいさつのできる元気のよい子を育てます 

2 ものを大切にし、自然をまもる心を育てます 

3 夢をもち、未来にはばたく心を育てます 

4 食べ物に感謝する心を育てます 

教育・保育目標 
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年 齢 ご と の 教 育 ・ 保 育 目 標 

年  齢 教 育・保 育 目 標 

０ 歳 児 保育教諭や友 だちと の触 れ合 いの 中で、 楽し く遊 べる子 

１ 歳 児 生活や遊びの 中で、 友だ ちと 関わ りなが ら仲 良く 遊べる 子 

２ 歳 児 
基本生活習 慣を 身に 付け 、友 だち と関 わり なが ら、 元 気 に 遊

べる子 

３ 歳 児 
色々な人と の関 わり の中 で、 思い やり をも ち、 進ん で 活 動 を

楽しむ子 

４ 歳 児 
優しさ、思 いや りの 心を もち 、様 々な 表現 活動 に喜 ん で 参 加

し楽しむ子 

５ 歳 児 
優しさ、思 いや りの心 をも ち、意欲 的、創 造的 な遊び が 出 来 、

様々な活動に 積極的 に取 り組 む子 

 

 食 育 の 目 標  

①  好き嫌いなく何でも食 べる 子 

②  よく噛み、楽しんで給 食を とり 、心 身と もに 健康 な体 をつく る子 

③  大勢の人と関わりを持 ちな がら 、楽 しん で食 べ物 を話 題にす る子 

食べるこ と を 通 し

て 

好きなものを 美味し く食 べ、 苦手 なもの や慣 れな いも

のにも挑戦し てみる 

食と文化を通 して 
郷土の料理を 味わう こと で、 地域 の人々 が築 き、 継承

してきた色々 な文化 を経 験す る 

人との関 わ り を 通

して 

食を通じて友 だちや 保育 教諭 、多 くの地 域の 人々 との

交流を深め、 食事の 準備 や片 づけ を一緒 にす すめ 食を

楽しむ 

自然との 関 わ り を

通して 

野菜などの栽 培や収 穫を 通じ て、 全ての 命の 大切 さを

知り、食材の 大切さ と収 穫と 料理 を経験 し食 事を 楽し

む 
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教 育 ・ 保 育 に つ い て 

 

休 園 日 

2・3 号認定 

日曜日・祝祭 日・年 末年 始(12 月 31 日 から 1 月３ 日ま で) 

1 号認定 

 土曜日・日 曜日・ 祝祭 日 

 夏休み・冬 休み・ 春休 み 

保 育 時 間 

 ・3 号認定子 ど

も 

教育・保育時間 

 ・2 号認定子 ど

も 

標準時間保育 児   7：00～18：00 

この範囲内で 保護者 が必 要と する 時間 

（延長保育時 間 18：00～19：00  有料）  

短時間保育児    8：30～16：30 

この範囲内で 保護者 が必 要と する 時間 

（延長保育時 間 7：00～8：30 16:30～19:00 有料） 

教 育 時 間 

・1 号認定 子ど も 

９：００～13：00（ お昼寝 希望 の場 合 14：30 まで ） 

  3 学期制で す 1 学期 ４～8 月  

         2 学期 9～12 月 

         3 学期 1～3 月  

土 曜 日 の 保 育 

 

お仕事で保育を希望する０歳児を除く児童をお預かりし ま す 。

保育を希望する週の木曜日登園時までに申込書を提出し て い た

だきます。（給食があります） 

 

利用定員 

40 名 

 

1 号認定 満 3 歳以上 児 ３名 

かぜ組(3 歳 児) 

うみ組(4 歳 児) 

そら組(5 歳 児) 

2 号認定 満 3 歳以上 児     

 

24 名 

 

かぜ組(3 歳 児) 

うみ組(4 歳 児) 

そら組(5 歳 児) 

3 号認定 満 1 歳以上 3 歳 未満 児 10 名 ほし組 

3 号認定 満 1 歳未満児 3 名 ほし組  

乳児について 個別の連絡帳 等を利 用し 、家 庭・ 園での 様子 の連 絡。 

子 育 て 支 援 

子育て支援相 談室設 置  

利用時間  10：00～16：00 

子育ての悩み や質問 等ご ざい まし たらお 話し くだ さい。 

未入園児の保 育体験 を受 け付 けま す。 

毎週火曜日 園庭開放 午前 9：30～11：00 
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【表１】認定区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○入園を希望するとき   

必要に応じてならし保育 をい たし ます 。 

○退園・休園するとき   

できる限り１か月前まで にご 連絡 くだ さい 。 

 

特 別 保 育 事 業 

 

乳児保育    ３か月以上 のお 子さ んをお 預か りし ます。 

預かり保育   １号認定児（表 ２参 照） 

延長保育    ２・３号認 定児  

お仕事等でお 帰りが 午後 ６時 を過 ぎると きに は、 午後７ 時 

まで延長保育 を行い ます 。（ 表２ 参照） 

 

入園児以外のお子さんについて 

 

一時預かり保育事業 

  急な用事等でお 子さ んを 保育 できな い方 につ いては 、半 日単 位 

(午前・午 後)で お子 さんを お預 かり します 。 

利用料金は、 １日    2,000 円(給 食費込 )  

         半日(午前 8：30～12：00 午 後 12：00～ 16： 30)  

1,000 円(給食を 食べ た場 合 200 円) 

       (保育園の 行事 等で お預か りで きな い場合 がご ざい ます。 ) 

  

認定区分 年齢区分 
教育・保育の必要量 

保育標準時間 保育短時間児 教育標準時間 

第１号 
４歳以上児 ― ― 

午前 9 時から 

午後１時まで 

３歳児 ― ― 

第２号 
４歳以上児 

午前 7 時から 

午後 6 時までの 

範囲内で保育を

必要とする時間 

午前8時30 分か

ら午後4時 30 分

までの範囲内で保

育を必要とする時

間 

３歳児 

第３号 

１・２歳児 ― 

０歳児   ― 
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【表２】 1・2・3 号認定こどもの預かり保育・延長保育に係る利用者負担 

利 用 料 金 表  

 

 ※１号児： 土曜日 、長 期休 暇の 預かり 保育 

9:00～14：30  500 円  １時間増すごと に 100 円増 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1号認定9：00～13：00 2・3号認定 

時間 1 日 料 金 月料金 
短時間認定8：30～16：30 以内 標準時間認定7：00～18：00以内 

１日料金 月料金 1 日料金 月 料 金 

7：00～ 8：00 
100円 1,000円 7：00～8：30  7：00～8：30 

 

 

 

 

 

月極利用料 

8：00～ 8：30 
  100円 1,000円 

8：00～ 9：00 
100円 1,000円 

月極利用料  

9： 00～ 

13： 00 

 

月極利用料 

 

13： 00～

14： 30 

無 料  

14： 30～ 

15： 30 
100円 

1,000 円  

15： 30～ 

16： 30 
100円 

1,000 円  
 

16： 30～

18： 00 
100円 1,000円 100円 1,000円 

18：00 

～19：00 
100 円/時 1,000 円/月 
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デイリープログラム 

  

1 号認定 ２・３号認定 

3・4・5 歳児 3・4・5 歳児 0・1・2 歳児 

7:00 

 

 

9:00 

預かり保育 

 

 

登園・検温・視診 

7:00 

  

8:30 

 

希望保育(標準時間児) 

延長保育(短時間児) 

登園・検温・視診  

自由遊び 

7:00 

 

8:30 

 

希望保育(標準時間児) 

延長保育(短時間児) 

登園・検温・視診  

自由遊び 

9:00 

 9:30 

 

9:50 

10:00 

 

 

 

11:10 

11:20 

12:30 

自由遊び・おもちゃの片付け 

排泄・手洗い・うがい 

 

体操 

教育・保育時間 

朝の会（歌・点呼）  

指導計画に基づいた年齢別教育活動を行います。 

排泄・手洗い・うがい 

昼食準備・昼食 

（完全給食） 

歯みがき 

9:00 

9:30 

 

9:50 

10:00 

 

 

 

11:00 

11:15 

 

12:30 

15:00 

 

15:30 

16:00 

 

16:30 

 ～  

18:00 

自由遊び 

排泄・手洗い・ う が い 

おやつ 

体操 

保育活動 

朝の会（歌・点呼） 

 

排泄・手洗い・ う が い 

昼食準備・昼食 

（完全給食） 

歯みがき 

昼 寝 

目覚め・排泄・手洗 

着替え 

おやつ 

歯みがき 

視診 降園準備 

降園 

延長保育(短時間児) 

（有料） 

13:00 

14:30 

 ～  

 

 

 

 

 

 

 

降園（昼寝） 

預かり保育 

（有料） 

 

 

 

 

 

 

 

13：00 

15:00 

 

15:30 

16:00 

 

16:30 

 ～  

18:00 

 

昼寝 

目覚め・排泄・手洗 

着替え 

おやつ 

歯みがき 

視診 降園準備 

降園 

延長保育(短時間児)

（有料） 

 

18:00 預かり保育（有 料 ） 18:00 延長保育（有料） 18:00 延長保育（有料） 

19:00 施錠 19:00 施錠 19:00 施錠 
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  月ごとの行事 

月 行     事 毎月 

 

・入園・進級 を祝う 会  

・内科検診・ こ ど も の 日 行 事 

・デイサービ スへ 

朝の挨拶(毎日 ) 

・誕生会 

・交通安全指 導 

・避難訓練 

・身体測定 

・うたの教室 

・紙芝居 

 

 

 

 

・歯科検診  

・交通安全指 導（久 慈市 交通 指導 員）  

・サッカー教 室 

 

・親子遠足 ・プール教 室 

・給食参観日  ・サッカー 教室 

 

・七夕誕生会 (デ イサ ービ スと 交流 ) 

・プール教室 ・サッカー教 室 

・そら組おた のしみ 会  

 

・プール教室 

 

 

・地域敬老会 

・運動会 

 

・内科検診 ・ミニ遠足 ・歯科検診 

・総合避難訓 練 ・サッカー 教室 

・個人面談 

 

・地域文化祭 

・サッカー教 室 

 

・おゆうぎ会  ・クリスマ ス誕 生会 

・デイサービ ス“年 忘れ の集 い” 

 

・小正月行事 みずき 飾り (デ イサ ービ スと交 流) 

・サッカー教 室 

 

・節分豆まき  

 

 

・ひな祭り祖 父母交 流会  

・お別れ会 ・卒園式  

 

※新型コロナ の感染

状況により変 更にな

ることがあり ます。 
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入園にあたってのお願い 

・登園のときは 

 ・欠席・早退 ・遅刻 など の場 合は 、９時00 分まで にご連 絡を お願 いしま す。 

 

・登園・降園は 、必 ず保 護者が 行っ てく ださい 。都 合に より、 保護 者 以 外 の 方

が送迎する場 合は、 必ず 前もっ て園 に連 絡し てくだ さい 。また 、お 迎 え が 遅 れ

る場合も必ず 連絡く ださ い。18 歳 未満 の方の お迎 えは お断り いた しま す。 

 ・玄関にてお 子さん と保 護者 の検 温を行 いま す。 体温が 37.5℃ 以上 の時は 、

登園自粛をお 願いし ます 。お 子さ んに咳 、鼻 水な どの風 邪症 状が 見られ る際

も登園自粛を お願い しま す。 

 ・その日の緊 急連絡 先の 変更 、健 康状態 など 変っ たこと があ りま したら 職員

にお知らせく ださい 。メ モを ご用 意いた だけ ると 助かり ます 。 

 ・新型コロナ の感染 拡大 地域 から の来訪 者に 接触 する際 や、 お子 さんと 家族

の方が感染拡 大地域 へお 出か けす る際は 、園 へお 知らせ くだ さい 。 

 ・車での送迎 の方は 、駐 車場 を利 用して くだ さい 。 

駐車場では、 事故の ない よう 気を 付けて くだ さい 。(駐車 場で の事 故は、 当事

者間で対応お 願いし ます 。) 

乗車中は、必 ずチャ イル ドシ ート ・シー トベ ルト を着用 して くだ さい。 

 ・お子さんの 交通安 全、 防犯 等に ついて は、 お互 いに気 を付 けて くださ い。 

・車から離れ るとき には 、貴 重品 等は必 ずお 持ち になり 車に はロ ックを して

ください。 

・降園のときは 

 ・お迎えの際 は、イ ンタ ーフ ォン にてお 知ら せい ただき 、職 員に 「○○ の迎

えに来ました 。」 とお 話しく ださ い。 

・玄関に「 お知 らせ ボー ド」を出 して いま す。連絡 事項 が書 いて あり ます。

必ずお読みく ださい 。 

・お迎えに来 た時に は、 必ず 忘れ 物がな いか 確認 をお願 いし ます 。 

・お迎えがい つもと 違う 方、 又は 事前に 連絡 のな いとき には 、少 し待っ てい

ただき確認を 取らせ てい ただ くこ ともあ りま す。 
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・持ち物への名前付けについて 

 ・すべての持ち 物には必 ず名前 を書 いて くだ さい。 (ハン カチ ・ズッ ク ・ 歯 ブ

ラシ・コップ ・靴下 ・着 替え 一式 など) 

・常に清潔 なも のをも たせ てく ださい 。園 から 着替え た服 など を持ち 帰 っ た 際

は、翌日着替 えの補 充を お願 いし ます。 

・不用品について 

 ・おもちゃ類 、お金 、お菓 子類 は持 たせな いで くだ さい。カバ ンのキ ー ホ ル ダ

ー他飾り物を つける こと を禁 止い たしま す。 

・子どもど うし の物 品のや りと りは しな いよう に配 慮く ださい 。（お 土 産 な ど

も含む） 

 ・病気、怪我などについて 

 
・お子さんの 身体の 調子 の悪 いとき は、休ませ てく ださ い。ま た、朝 に 機 嫌 が

悪かったり、 体調の 悪そ うな 時に は必ず 職員 に話 してく ださ い。 

 

・風邪や下痢・嘔吐 、伝 染性の 病気 にか かった ら、症状 が治ま って １日 経 過 後 、

登園させるよ うお 願い しま す。(発 熱や 下痢 ・嘔 吐を して いるの に無 理 に 登 園

すると集団の 中では 、他のお 子さ んに うつっ てし まう ので 、お 互いに 気 を つ け

ましょう。) 

 

・インフルエ ンザ の場合 は、「 発症後 最低 5 日間 」か つ「 解熱 後 3 日 を 経 過 す

るまで」出席 停止と なり ます 。 

ご家族がイン フルエ ンザ にか かっ た場合 も、お子 さん の休園 をお 願い し ま す 。 

・挨拶は大きい声で 

 登園した時に は、元 気よ く「お はよ うご ざい ます 。」 

降園のときに も、元 気よ く「さ よう なら 」とあい さつ しま しょう 。 

・服装について 

 服装は、自由 ですが 、次 の点 につ いてご 留意 くだ さい。 

 ・楽に運動で きるも の    ・袖口がまく れる もの 

・着脱しやす いもの     ・ベルトのつ いて いない もの 

・華美でない もの      ・ポケットが 一つ は付い てい るも の 

・フード付き でない もの   ・靴下をはか せる （タイ ツで ない もの） 

・ピン、髪飾 りはし ない （髪 はゴ ムで結 ぶ）  

・足にあった ズック     ・上履きは、 すべ らない もの 
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・園で、発熱や 急病 にな った場 合、応急処 置を 行い 連絡し ます ので 、お 迎 え を

お願いします 。 

 
・園で、怪 我を した場 合に は、応急 処置 を行い 連絡 いた しま す。なお 、受 診 の

必要が認めら れた場 合に は、 連絡 のうえ 病院 に連 れて行 きま す。 

 ・お薬を持参させる場合には 

 
・お薬を持 参さ せる場 合は 、与 薬依頼 表に 必ず 記入し て直 接職 員に渡 し て く だ

さい。（風邪 等の 薬を 飲んで いる 間は 、登 園自粛 をお 願い します 。） 

 ・薬は必要な 分(１ 回分)だ けを もた せてく ださ い。 

 
・薬は医師の 処方 した もの として くだ さい 。(市 販の 薬は 、お預 かり で き ま せ

ん。) 

・園児の災害について 

・保育中の不 慮の災 害(事 故)に 備え て、日 本ス ポー ツ振興 セン ター (学 校 安 全 互

助会)災害 共済 の保 険に全 員加 入し ます。 

・保険料は、 保護者 から 一部 ご負 担をい ただ き、 残りは 園で 負担 します 。 

・食物アレルギー・持病のあるお子さんへの対応について 

 

・アレルギー のある お子 さん につ いて、 お知 らせ くださ い。 

医師の指示書 に基づ き、代替 食の対 応を 行い ます。ご家 庭と 調理師 、担 当 保 育

教諭で連携を とりな がら 、お 子さ んの状 況に 合わ せて進 めて いき ます。 

 

・持病等のあ るお子 さん につ いて 、お知 らせ くだ さい。 

小児ぜんそく・ひき つけ・関節 が外 れや すい・薬品 にま けやす い等 保 育 を す る

上で注意 をし な けれ ば なら ない こ とな ど があ り まし た ら必 ず お知 ら せ く だ さ

い。 

・園からの連絡について 

 ・園からのお 知ら せは、お 知らせ ボー ド、園だ より、マ チコミ によ る 一 斉 メ ー

ル等でお知ら せしま す。（マ チコ ミに 登録 をお願 いし ます 。） 

・お知らせ ボー ド又 は張 り紙は 、玄関 に掲示 しま す。園 行事等 をお 知 ら せ し ま

す。 

・園だより・ 給食だ より は毎 月配 布いた しま す。 

・園からのお 知らせ は、 随時 配布 いたし ます 。 
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・ご家庭からの連絡について 

 ・お子さんの ことで お気 づき のこ とがあ った 場合 には、 必ず 担当 保育教 諭等

にご連絡くだ さい。 

・園のこと、 お子さ んの こと など 、ご質 問・ ご相 談等が ござ いま したら 、保

育教諭等にお 尋ねく ださ い。 

 

・緊急時の連絡のために 

 ・緊急の連絡 を要す ると きの ため に、連 絡先 をお 知らせ くだ さい 。連 絡 先 は 、

第１から第３ までの 連絡 先を お願 いしま す。 

・緊急連絡時 に備え て、 携帯 電話 の不在 着信 チェ ックを お願 いし ます。 

・勤務先変更 時は早 めに 園へ お知 らせく ださ い。 

・災害時など の緊急 連絡 は、 一斉 メール でお 知ら せしま す。 

・保護者が出 張や通 院な どで 遠隔地 に出 かけ 、緊急 時の 迎えに 時間 を 要 す る と

見込まれる場 合等の とき は、 その 都度、 お知 らせ 願いま す。 

・園児かかりつけ医療機関について 

 
家庭状況調査 票へ病 院名 、診 療科 、主治 医、 電話 番号を お知 らせ くださ い。 

・ホームページについて 

 
・毎月の園だ より・ 給食 だよ り・ 行事の 写真 等を 掲載し てい ます 。 

 http://samura i6104.web.fc2.com/ 

・保健衛生管理のために 

 
・新型コロナ 、イ ンフ ルエ ンザ等 、感 染症 予防 のため 、園での 衛生 管 理 を 徹 底

しています。 ご家庭 にお いて もご 協力を お願 いし ます。 

・感染症予防のために手洗い・うがい等のご家庭での習慣を身に付けま し ょ う 。 

・集金等について 

 ・ご家庭の実 費とし てご 負担 をい ただく もの を集 金させ てい ただ きます 。 

内容は集金袋 に記入 いた しま す。 

・保育料（３ 歳未満 児） 副食 費（ ３歳以 上児 ）を 集金し ます 。 
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・苦情相談について 

 ・園に対する 要望・ 苦情 ・相 談等 があり まし たら 、遠慮 なく 職員 にお申 し出

ください。改 善点な どあ りま した らすぐ に対 応さ せてい ただ きま す。 

・園には、苦 情相談 窓口 を設 置し ており ます 。ま た、第 三者 委員 を 2 名 お願

いしています 。 

・他の相談機 関とし て岩 手県 福祉 サービ ス運 営適 正化委 員会 もあ ります 。 

・ 個 人 情 報 の 取 り 扱い に つい て 

 
・ 提 出 い た だ く 書 類 に 関 し て は 、 日 々 の 保 育 以 外 の 目 的 に 使 用 す る こ

と は あ り ま せ ん 。  

・ お 子 さ ん の 写 真 等 を 広 報 誌 (園 ・ 地 域 )又 は 園 内 等 に 掲 載 (掲 示 )す る こ

と が あ り ま す の で ご 了 承 願 い ま す 。 名 前 入 り 写 真 は 掲 載 い た し ま せ

ん 。  

何 か 疑 問 点 等 あ り ま し た ら 、 職 員 に 直 接 お 話 く だ さ い 。  

・ 個 人 情 報 使 用 同 意 書 へ 署 名 ・ 捺 印 を お 願 い し ま す 。  

・地域活動事業について 

 
・地域の敬老 会に参 加を しま す。 

・地域の文化 祭にス テー ジ発 表と 作品を 出品 しま す。 

・地域の老人 クラブ 等と の交 流会 を行い ます 。 

・実習・ボラ ンティ アに つい ては 、施設 の受 付窓 口で直 接又 は電 話でお 尋ね くだ さい。 

  受付・相談窓口 

  名  称 認定こども園 侍浜保育園   ℡ 0194－58－2220 

 （受付時間 月～金曜日 ９：０0 ～ 17：０0 ） 

メ モ 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿毎日持たせるもの✿       

・よだれかけ (2～3 枚) 

・通園カバ ン(余 裕 のあ る物 で お 願 い

します。) 

✿保育園に預けていただくもの✿     

・着替え一式 (２組 以上) 

・歯ブラシ・ コップ （１ 歳以 上） 

・敷布団 

・掛け用のバ スタ オル１ 枚・ 毛 布 １

枚 

・紙おむつ(１ 袋)(１ 枚 ず つ 名 前 を 記 入 ) 

・着替えと汚物を入れる手提げ袋 

・中ズック(１ 人ではけ るもの) 

・ポリ 袋 １ 箱 

・ペッ ト ボ ト ル の 水 500m l（ 未 開 封 ） 

ほし組 
 

✿毎日持たせるもの✿       

・ハンカチ 

・通園カバ ン(一 人 で出 し入 れ し や す

い様に余 裕 の あ る 物 で お 願 い し ま

す。)  

✿保育園に預けていただくもの✿     

・着替え一式 (２組 以上) 

・歯ブラシ・ コップ 

・パジャマ 

・敷布団 

・掛け用のバ スタ オル１ 枚・ 毛 布 １

枚 

・おむつ又は パンツ (数枚 ) 

・着替えと汚物を入れる手提げ袋 

・中ズック 

・ポリ袋１箱 

・ペッ ト ボ ト ル の 水 500m l（ 未 開 封 ） 

 

✿毎日持たせるもの✿       

・ハンカチ 

・通園カバ ン(一 人 で出 し入 れ し や す

い様に余 裕 の あ る 物 で お 願 い し ま

す。) 

✿保育園に預けていただくもの✿     

・着替え一式 (下着 は 2～3 枚 ) 

・歯ブラシ・ コップ 

・パジャマ 

・敷布団 

・掛け用のバ スタ オル１ 枚・ 毛 布 １

枚 

・着替えと汚物を入れる手提げ袋 

・中ズック 

・風呂敷１枚 

・ポリ袋１箱 

・ペッ ト ボ ト ル の 水 500m l（ 未 開 封 ） 

 

ご家庭で準備いただくもの 

かぜ組 うみ・そら組 

※ 持ち物には、すべて名前を付けてください。 着替えたら、翌日着替えの補充をお願いします。 

1
3
 

 

寄付していい ただき たい もの 

園児１名につ き、タ オル １枚 



 

 

感染症の登園 基準 

 

 感染症名 潜伏期間 感染経路 登園のめやす 

１ 

インフルエンザ 
１～３日
（平均２

日） 

飛沫感染、接触感染  発症後最低５日間かつ解熱し た 後 ３ 日
を経過 するまで （学校保健 安 全 法 で
は、解熱した後２日を経過す る ま で 出
席停止）  

２ 

百日咳 ７～10日 

鼻咽頭や気道からの分泌物によ
る飛沫感染、接触感染  

特有な咳が消失し、全身状態 が 良 好 で
あること （抗菌薬を決められた 期 間 服
用する。７日間服用後は医師 の 指 示 に
従う） 

３ 麻しん （はしか） 
10～12

日 
空気感染、飛沫感染、接触感染  解熱した後３日を経過するま

で  

４ 流行性耳下腺炎 
（ムンプス、おたふくか

ぜ） 

14～24
日（通常
18日前

後） 

飛沫感染、接触感染  耳下腺の腫脹が消失するまで  

５ 
風しん（三日はし

か） 

14～21
日 

（通常16～
18日） 

飛沫感染  発しんが消失するまで  

６ 水痘（みずぼうそ
う） 

11～21
日 

空気感染、飛沫感染、接触感染  すべての発しんが痂皮化する
まで  

７ 咽頭結膜熱 
（プール熱） 

５～７日 
飛沫感染、接触感染  主な症状（発 熱 、咽 頭 発 赤 、眼 の 充 血 ）が

消失してから２日を経過する
まで  

８ 
結核 

感染後 １ ～ ２ か
月でツ ベ ル ク リ

ン反応 が 陽 転 

空気感染 感染源はかくたん 喀痰 の と ま つ
塗抹検査で結核菌陽性の肺結核患者  

医師により感染のおそれがな
くなったと認められるまで   

９ 髄膜炎菌性髄膜炎 2～4日 飛沫感染、接触感染 感染のおそれがなくなるまで 

10 腸管出血性大腸菌感
染症 

３～８日 
経口感染 、生肉（特に牛肉）、水、生 牛 乳 、
野菜等を介して経口感染する。  

症状が 治 ま り 、 か つ 、 抗 菌 薬 に よ る 治 療 が 終 了
し、48 時 間 あ け て 検 便 に よ っ て い ず れ も 菌 陰 性
が確認 さ れ た も の 

11 流行性角結膜炎 
（はや り 目 ） 

５～12日 
流涙や 眼 脂 で 汚 染 さ れ た 指 や タ オ ル か ら の 接 触 感 染 結膜炎の症状が消失してから  

12 急性出血性結膜炎 1～2日 
飛沫感 染 、 接 触 感 染 、 経 口 感 染  医師が感染のおそれがないと

認めるまで 

13 
溶連菌感染症 ２～５日 

飛沫感染、経口感染  抗菌薬内服後24～48時間経過し
ていること 。ただし、治療の継続
は必要 

14 
Ｂ型肝炎 

急性感染で
は50～
180 日 

血液や体液を介して感染、針刺し、母子 垂
直感染にてキャリア化することが あ る 。キ
ャリアと はＨＢｓ抗原陽性 の慢 性 Ｈ Ｂ Ｖ
感染者のこと  

急性肝炎の場合、症状が消 失し、
全身状態が良いこと。キャ リア、
慢性肝炎の場合は、登園に 制限は
ない。 

15 ウイルス性胃腸炎 
(ロタ、ノロ、アデノウ

イルス等) 
１～３日 

感染患者からの糞口感染、接触感
染、食品媒介感染  

嘔吐・下痢等の症状が治まり、
普段の食事ができること  

16 
ヘルパンギーナ ２～４日 

飛沫、接触感染、糞口感染  発熱がなく（解熱後１日以上
経過し）、普段の食事ができる
こと  

17 マイコプラズマ肺
炎 

14～21
日間 

飛沫感染、接触感染  発熱や激しい咳が治まってい
ること 

18 伝染性紅斑 
（リンゴ病） 

10～20
日 

飛沫感染  全身状態が良いこと  
発しんが出現した頃にはすで
に感染力は消失している。  



 

 

 

 感染症名 潜伏期間 感染経路 登園のめやす 

19 
手足口病 ３～５日 

飛沫感染、糞口感染、接触感染  発熱がなく（解熱後１日以上
経過し）、普段の食事ができる
こと  

20 アタマジラミ 10～14 日 
頭髪から頭髪への直接接触衣服
や寝具を介する感染  

駆除を開始していること 

21 
疥癬
かいせん

 約１ヵ月 
ヒトからヒトに感染する。リネン
類や布団の共用等で感染するこ
とがある。 

医療機関を受診し、治療を開
始していること 

22 
伝染性軟属腫 
（ミズイボ） 

２～７週間 

接触感染皮膚の接触やタオル等
を介して感染。  
感染後は自家接種により拡大す
る。  

掻きこわし傷から滲出液が出
ているときは被覆すること  

23 伝染性膿痂疹 
（とびひ） 

２～10 日 
接触感染  皮疹が乾燥しているか、湿潤 部 位 が 被

覆できる程度のものであること  

24 突発性発しん 約10 日 
飛沫、経口感染、接触感染  解熱後１日以上経過し、全身

状態が良いこと  

25 ＲＳウイルス感
染症 

急性肝炎では
14～40日 

糞口感染  重篤な呼吸器症状が消失し全
身状態が良いこと  

26 帯状疱疹 不定 接触感染 すべての発しんが痂皮化するまで  

 

※登園時には、医師により「症状も回復し、集団生活に支障がない状態になったので登園 

可能である」という診断がなされたことを職員にお知らせください。 
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